大正期の音楽誌における西洋クラシック音楽の作曲家に関する記事目録（その3） by 松村 洋一郎
－ 95 －
抄録：
　筆者は、明治・大正期に様々な雑誌に掲載された西洋クラシック音楽の作曲家の伝記情報に関
する調査を継続して行っている。本稿はその一部であり、大正期の音楽誌（『音楽新潮』など 14
誌を対象とした）に掲載された、作曲家の伝記情報を扱った記事情報をまとめたものである。今
後、大正期の音楽誌全体に関する調査を終えた際に、ここに収録した記事情報も加えて分析を行
う予定である。
Abstract：
　The author is conducting ongoing research regarding biographical information on Western 
classical music composers presented in articles of the Meiji/Taisho period. This paper is a part 
of this research and covers articles containing composers’ biographical information in music 
journals during the Taisho period, including 14 journals such as Ongaku shincho （New Trends 
in Music）. In the future, after ﬁ nishing research on complete music journals of the Taisho 
period, the author plans to analyze these articles together with the article information listed 
here.
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　筆者は、明治・大正期の様々な雑誌に掲載された作曲家の伝記情報に関する調査を行ってお
り、一部は発表済である（松村 2016，2017a，2017b，2018a，2018b）。本稿もその調査の一貫
大正期の音楽誌における西洋クラシック音楽の
作曲家に関する記事目録（その 3）
Biographical Information on Western Classical Music Composers in Japanese
Music Journals During the Taisho Period （1912‒1926）: A List of Articles （Volume 3）
MATSUMURA, Yoichiro
松　村　洋一郎
共通教育科目非常勤講師
実践女子大学短期大学部紀要　第 40 号（2019）
－ 96 －
であり、大正期の音楽誌に掲載された、作曲家の伝記情報に関する記事をまとめたものである。
なお、本調査の背景のひとつには、音楽誌の記事情報の整理・発表が遅れている現状がある。具
体的には、別稿の紹介記事（松村 2018c）を参照されたい。
　現在、大正期の雑誌の記事情報に関する最も網羅的なデータベースとして、「雑誌記事索引集
成データベース」（皓星社）があるが、本稿で対象とした雑誌（1）の記事を検索したところ、『楽
星』誌の記事のみ（NDL［国立国会図書館］デジタルコレクションのデータ 227 件）が収録さ
れている状況であった（2018 年 10 月 21 日現在）。本稿の刊行以降、他誌の記事情報の提供を行
う予定である。
■参考文献など（著者アルファベット順）
井上和男 編 2009．『クラシック音楽作品名辞典 第 3 版』東京：三省堂．
皓星社．「雑誌記事索引集成データベース」（有料データベース，2018 年 10 月 21 日最終アクセ
ス）．
松村洋一郎 2016．「明治・大正期の雑誌（音楽誌を除く）における西洋クラシック音楽の作曲
家に関する伝記情報 その 1」『国立音楽大学研究紀要』第 50 集，219‒228 頁．／松村洋一郎 
2017a．「明治・大正期の雑誌（音楽誌を除く）における西洋クラシック音楽の作曲家に関す
る伝記情報（その 2）記事目録と分析」『音楽研究 国立音楽大学大学院研究年報』第 29 集，
33‒49 頁．
松村洋一郎 2017b．「明治期の音楽雑誌における西洋クラシック音楽の作曲家に関する記事目
録」『国立音楽大学研究紀要』第 51 集，225‒236 頁．
松村洋一郎 2018a．「大正期の音楽誌における西洋クラシック音楽の作曲家に関する記事目録
（その 1）」『実践女子大学短期大学部紀要』第 39 号，139‒156 頁．／松村洋一郎 2018b．「大
正期の音楽誌における西洋クラシック音楽の作曲家に関する記事目録（その 2）」『教育学研
究紀要』（大東文化大学）第 9号，79‒94 頁．
松村洋一郎 2018c．「紹介 東京藝術大学付属図書館監修『戦前期レコード音楽雑誌記事索引』」
『音楽学』第 63 巻 2 号，159‒160 頁．
音楽関係逐次刊行物所在目録 1992 年版編集委員会 編 1993．『音楽関係逐次刊行物所在目録 
1992 年版』東京：音楽図書館協議会．
目録　大正期の音楽誌に掲載された西洋芸術音楽の作曲家に関する記事（その 3）
・ 本目録は、大正期の音楽誌に掲載された西洋芸術音楽の作曲家に関する記事のうち、本稿執筆
の時点で現物を確認した記事を一覧にしたものである。ここでは、『クラシック音楽作品名辞
典 第 3 版』（井上 2009）で立項されている人物を「作曲家」として扱った。
・ 調査対象の誌名、巻号は以下の通り（誌名アルファベット順）。1行目に刊行時期および巻号
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を、その下に調査した巻号を記した。
・誌名の前に※があるものは、上述の目録にはないが音楽誌と判断した雑誌である。
・ 所在目録（音楽関係逐次刊行物所在目録 1992 年版編集委員会 1993）と異なる情報のうち、閲
覧にあたって有用と思われる所在情報は註に記した。
・ タイトルに具体的な作品名を含む記事であっても、本文でその作曲家に言及がない場合は収録
の対象外とした。
・ 紙数の都合上、そのほかの編集方針は既発表の目録と同様であるため割愛した。詳しくは別稿
（松村 2018a，2018b）を参照のこと。また、同様の理由により、連載記事に関してはまとめ
て記した。
・楽譜クラブ（2）　61 号（大 9.1）‒　　東京：共益商社書店　継続前誌：カード楽譜
　　61［1920］‒69，71‒76，78‒80，82‒83，86［1923］
・楽星　1巻 1号（大 14.7）‒　　東京：楽星社→岡田日栄堂
　　1［1925］‒2［1926］
・※カード楽譜（3）　1 号（大 4.1）‒　　東京：共益商社書店　継続後誌：楽譜クラブ
　　1［1915］，3，10，21‒22，24‒25，31，42［1918］
・ 歌劇（4）　1 号（大 7.8）‒　　大阪：阪神急行電鉄→宝塚：宝塚少女歌劇団→宝塚歌劇団→阪急
電鉄株式会社コミュニケーション事業部→東京：阪急コミュニケーションズ
　　1［1918］‒81［1926］
・※家庭音楽（5）　　　東京：大日本家庭音楽会
　　65［1921］
・ 音楽（6）　［1巻］1号（［明 43.1］）‒13 巻 12 号（大 11.12）；1号（大 12.3）‒［20］（昭 15.1）　東
京：共益商社楽器店→目黒書店→東京音楽学校学友会
　　3（8‒12）［1912］‒13［1922］; 1［1923］‒6［1926］
・音楽グラフ　1巻 1号（大 12.5）‒　　東京：培風館→音楽グラフ社
　　1（1‒5）［1923］，2‒4［1926］
・ 音楽新潮（7）（8）　1 巻 1 号（大 13.2）‒18（昭 16.10）　東京：音楽新潮発行所　継続後誌：音楽公
論
　　1［1924］‒3［1926］
・音楽商法　（大 12.12）‒（昭 16）　東京：音楽商法社　継続後誌：音楽之友
　　3（3）［1925］
・音声学会会報　1号（大 15.10‒11）‒74/75 号（昭 18.12）　東京：音声学協会
　　1［1926］
・オペラ：演劇・音楽・舞踊（9）　東京：活動倶楽部社
　　 2［1919］；1（3）［1919］，2（3‒5，7），3（1‒2，5‒7，9，11），4（1‒8，10‒12），5（2‒9），
6（6‒8，11）［1924］
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・ラミュジカ（10）　創刊号（大 12.1）‒　東京：仏蘭西書院
　　1［1923］‒3［1923］
・最新教材遊戯と唱歌　（大 15.6）‒16 巻 5 号（昭 16.5）　東京：大正書院　継続後誌：国民舞踊
　　1（6‒7）［1926］
・大陸の音楽　1号（大 13.5）‒　［出版地不明］：大陸の音楽社
　　1［1924］
■ パレストリーナ， ジョヴァンニ・ピエルルイージ・ダPalestrina, Giovanni Pierluigi da
（1525/26‒1594）
吉野清吉「楽聖パレストリナ」『音楽新潮』第 3巻第 6号（大正 15 年 6 月），12‒16 頁．
■リュリ， ジャン＝バティスト Lully, Jean-Baptiste（1632‒1687）
藤木義輔「ルイ十四世王朝とリュリの音楽」『音楽新潮』第 3巻第 4号（大正 15 年 4 月），14‒18
頁．
■パーセル， ヘンリー Purcell, Henry（1659‒1695）
吉野清吉「英国音楽とパアセル」『音楽新潮』第 3巻第 7号（大正 15 年 7 月），16‒20 頁．
■ラモー， ジャン＝フィリップRameau, Jean-Philippe（1683‒1764）
吉野清吉「ラモオと其の時代」『音楽新潮』第 3巻第 5号（大正 15 年 5 月），11‒15 頁．
■ヘンデル， ジョージ・フリデリックHändel, George Frideric（1685‒1759）
呂満浪蘭「楽界逸事 ヘンデル物語」『オペラ』第 3巻第 1号（大正 10 年 1 月），40‒41 頁．
ロマン、ローラン「ヘンデル」金井満［訳］『ラミュジカ』創刊号（大正 12 年 1 月），4‒6 頁．
／ロマン ローラン「ヘンデル（二）」金井満［訳］『ラミュジカ』第 2号（大正 12 年 2
月），13‒16 頁．／ロマン・ローラン「ヘンデル（第三回）」金井満訳『ラミュジカ』第 3号
（大正 12 年 3 月），6‒10 頁．
法月歌客「ヘンデルと愛人」『オペラ』第 5巻第 3号（大正 12 年 3 月），21‒23 頁．
木村生「音楽戯曲 屋根裏のヘンデル（四場）」『音楽グラフ』第 3巻第 2号（大正 14 年 2 月），
16‒17 頁．／木村生「音楽戯曲 屋根裏のヘンデル」『音楽グラフ』第 3巻第 3号（大正 14 年
3 月），14‒15 頁．
小泉洽「水の音楽」『音楽グラフ』第 3巻第 8号（大正 14 年 8 月），2‒5 頁．
■バッハ， ヨハン・ゼバスティアンBach, Johann Sebastian（1685‒1750）
柿沼太郎「バツハとヴアイオリン」『音楽グラフ』第 4巻第 8号（大正 15 年 8 月），11‒12 頁．
小野敏夫「バッハのオーケストラ曲に就て」『音楽新潮』第 3巻第 10 号（大正 15 年 10 月），
13‒16 頁．
小野敏夫「ヴァイオリニストとしてのバッハ」『音楽新潮』第 3巻第 12 号（大正 15 年 12 月），
18‒21 頁．
■タルティーニ， ジュゼッペ Tartini, Giuseppe（1692‒1770）
柿沼太郎「タルティニと悪魔のトリル」『音楽グラフ』第 4巻第 11号（大正 15年 11 月），4‒5 頁．
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■ペルゴレージ， ジョヴァンニ・バッティスタPergolesi, Giovanni Battista（1710‒1736）
山内透「ペルゴレージ」『音楽新潮』第 3巻第 11 号（大正 15 年 11 月），32‒34 頁．
■ハイドン， ヨーゼフHaydn, Joseph（1732‒1809）
編輯小 「音楽大家略伝（1）ハイドン」『大陸の音楽』創刊号（大正 13 年 5 月），41‒42 頁．
編集者「今月の楽譜解説 ハイドンのト長調『驚愕』交響曲」『楽星』第 2巻第 8号（大正 15 年
8 月），44‒47 頁．
■サリエーリ， アントーニオSalieri, Antonio（1750‒1825）
プーシユキン「モツアルトとサリエーリ」平井肇訳『音楽グラフ』第 3巻第 5号（大正 14 年 5
月），8‒10 頁．／プーシユキン「モツアルトとサリエーリ」平井肇訳『音楽グラフ』第 3巻
第 6号（大正 14 年 6 月），7‒8 頁．
■モーツァルト， ヴォルフガング・アマデーウスMozart, Wolfgang Amadeus（1756‒91）
三好春之助「ウオルフガング・アマデウス・モツアルトの話」『オペラ』第 6巻第 11 号（大正
13 年 11 月），38‒39 頁．
プーシユキン「モツアルトとサリエーリ」平井肇訳『音楽グラフ』第 3巻第 5号（大正 14 年 5
月），8‒10 頁．／プーシユキン「モツアルトとサリエーリ」平井肇訳『音楽グラフ』第 3巻
第 6号（大正 14 年 6 月），7‒8 頁．
大沼魯夫「楽聖モツアルトの逸事」『音楽グラフ』第 3巻第 12 号（大正 14 年 12 月），5‒7 頁．
門馬生「交響曲説解（1） モーツアルトのニ長調（メヌエツトなし）」『楽星』第 2巻第 7号（大
正 15 年 7 月），79‒81 頁．
桂近乎「モーツアルトの愛の生活」『楽星』第 2巻第 9号（大正 15 年 9 月），18‒24 頁．
門馬生「交響曲説解（2） モーツアルトのト短調」『楽星』第 2巻第 9号（大正 15 年 9 月），
45‒48 頁．
■ルージェ・ド・リール， クロード＝ジョゼフRouget de Lisle, Claude-Joseph（1760‒1836）
丹潔「国歌の由来 その二、仏国々歌『Le Marseillaise』」『オペラ』第 2巻第 5号（大正 9年 5
月），52‒53 頁．
■ケルビーニ， ルイージCherubini, Luigi（1760‒1842）
藤木義輔「宗教楽に救はれたケルビーニ」『音楽新潮』第 3巻第 7号（大正 15 年 7 月），8‒12，
20 頁．
■ベートーヴェン， ルートヴィヒ・ヴァンBeethoven, Ludwig van（1770‒1827）
正木寿雄「東京より妹へ！『ベートーヹン』に就て……」『歌劇』第 3号（大正 8年 1月），
26‒28 頁．
「楽聖ベートオフエン百五十年祭記念音楽会の記 !!!」『家庭音楽』第 65 号（大正 10 年 1 月），
17‒18 頁．
小生夢坊「ベエトオヴエンの悲愴曲」『オペラ』第 4巻第 4号（大正 11 年 4 月），32‒33 頁．
編集部「新人としての楽聖ベートベン」『楽譜クラブ』第 74 号（大正 11 年 5 月），19‒23 頁．
「ベートオフエンの手紙」有賀喜左衛門［訳］『ラミュジカ』創刊号（大正 12 年 1 月），11‒12 頁．
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エクトル・ベルリオーズ「第七シンフォニーの批判的研究」尾崎喜八訳『ラミュジカ』第 2号
（大正 12 年 2 月），1‒3 頁．
「ベトーベンよりゲーテに送れる手紙」矢内博訳『ラミュジカ』第 2号（大正 12 年 2 月），18‒19
頁．
エクトル ベルリオース「第八シンフォニーの批判的研究」尾崎喜八訳『ラミュジカ』第 3号
（大正 12 年 3 月），1‒2 頁．
エクトル ベルリオース「第四シンフォニーの批判的研究」尾崎喜八訳『ラミュジカ』第 3号
（大正 12 年 3 月），2‒3 頁．
「ベトォフェンの手紙」矢内博訳『ラミュジカ』第 3号（大正 12 年 3 月），29‒30 頁．
柿沼太郎「ベートーヹンの日常生活」『音楽グラフ』第 1巻第 1号（大正 12 年 5 月），2‒3 頁．
柿沼太郎「友人の見たベートーヹン（一）」『音楽新潮』創刊号（大正 13 年 2 月），14‒18 頁．／
柿沼太郎「友人の見たベートーヹン（二）」『音楽新潮』第 1巻第 2号（大正 13 年 3 月），
35‒38 頁．／柿沼太郎「友人の見たベートーヹン（三）」『音楽新潮』第 1巻第 4号（大正 13
年 5 月），39‒41 頁．
南部修太郎「倫敦に於ける第九交響楽の演奏」『音楽新潮』第 1巻第 10 号（大正 13 年 11 月），
27‒32 頁．
増沢健美「ベートーベンの人相と風態」『音楽グラフ』第 3巻第 1号（大正 14 年 1 月），9‒10 頁．
佐藤昌「ベートーヹンと蔵書」『音楽新潮』第 2巻第 5号（大正 14 年 5 月），22‒24 頁．
中西武夫「ベートウヹン礼賛」『音楽新潮』第 2巻第 6号（大正 14 年 6 月），34‒37 頁．
堀内敬三「名曲解説 序楽四曲」『楽星』第 1巻第 6号（大正 14 年 12 月），5‒9 頁．（11）
佐藤昌「月光曲について」『音楽新潮』第 3巻第 2号（大正 15 年 2 月），9‒14 頁．
「ベートーヹン愛賞の地」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），2‒3 頁．
牛山充「ベートーヹンと楽曲捧呈」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），4‒6 頁．
藤木義輔「黄昏から夜へ ベートーヹン最後の頁」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），
7‒12 頁．
中野孝「洋琴家としてのベートーヹン」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），13‒17 頁．
幡谷正雄「ベートーヹンと久遠の女性」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），18‒25 頁．
佐藤昌「ベートヹン研究書について」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），29‒32 頁．
吉野清吉「ラ・ラプソディー・ベトヹニック」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），
33‒37 頁．
柿沼太郎「ベートーヹンの功績」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），38‒40 頁．
山田辰弥「ベートーヹンレコード」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），41‒47 頁．
文三「ベートーヹンと久野久子女史」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），48‒49 頁．
「ベートーヴエン断想」三潴末松訳『楽星』第 2巻第 3号（大正 15 年 3 月），1‒3 頁．
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■註
（ 1）『音楽』誌を除く 13 誌。『音楽』誌に関しては別稿（松村 2018b）を参照のこと。
（ 2）第 61-66 号は武蔵野音楽大学図書館に所蔵されている。
（ 3）武蔵野音楽大学図書館の所蔵分を調査した。
（ 4）第 81 号までは復刻版（雄松堂出版刊）が刊行されており、調査にあたってはこれを用いた。
（ 5）日本近代音楽館の所蔵分を調査した。
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（ 6）『音楽』誌に含まれる本調査の対象記事は、大部分が別稿（松村 2018b）に収録されている。
（ 7）大正期のものは、全て日本近代音楽館に所蔵されている。
（ 8）ベートーヴェンの特集号（第 3巻第 3号）が発行されている。
（ 9）この範囲のほぼ全ての号（第 3巻第 11 号を除く）が早稲田大学演劇博物館図書室に所蔵されている。
（10）この範囲の全号が日本近代文学館に所蔵されている。
（11）ベートーヴェンの《コリオラン序曲》、《献堂式序曲》、ウェーバーの《魔弾の射手序曲》、およびロッシー
ニの《ウィリアム・テル》に関する記事。
（12）オベールの《フラ・ディアヴォロ》とチャイコフスキーの《スペードの女王》に関する記事。
（13）ヴェーバーの《舞踏への勧誘》を音楽としたロシア・バレエ団の作品に関する記事。
（14）ベルリオーズの《幻想交響曲》とサン＝サーンスの《アルジェリア組曲》に関する記事。
（15）《無言歌集 第 5 巻》作品 62（1844 刊）に含まれるイ短調の舟歌に関する記事。
（16）シューマンの《謝肉祭》を音楽としたロシア・バレエ団の作品に関する記事。
（17）バイロイトでのヴァーグナーの活動を主題とする記事。
（18）ヴァーグナーの作品に関する記事。
（19）《スペイン交響曲》に関する記事。
（20）バラキレフに関する記事。
（21）《タマーラ》を音楽としたロシア・バレエ団の作品に関する記事。
（22）《コル・ニドライ》とヴァイオリン協奏曲（特に作品 26）に関する記事。
（23）ムソルグスキーの《ボリス・ゴドゥノフ》とリムスキー＝コルサコフの《金鶏》に関する記事。
（24）〈テュイルリー〉（《展覧会の絵》から）と〈かぶと虫〉（《子ども部屋》から）に関する記事。
（25）プッチーニの《蝶々夫人》とマスカーニの《イリス》に関する記事。
（26）《牧神の午後への前奏曲》を音楽としたロシア・バレエ団の作品に関する記事。
（27）《プロメテウス――火の詩》に関する記事。
（28）《法悦の詩》に関する記事。
（29）チェレプニンの《アルミーダの館》に関する記事。
（30）チェレプニンの《ナルシスとエコー》に関する記事。
（31）アーンの《青い神》に関する記事。
（32）クライスラーの伝記と作品解説。
（33）ラヴェル、バルトーク、バックスに関する記事。
（34）アルファーノの《シャクンタラー物語》とプロコフィエフの《3つのオレンジへの恋》に関する記事。
（35）《火の鳥》に関する記事。
（36）ストラヴィンスキーに関する記事。
（37）《小夜鳴き鳥》に関する記事。
（38）《春の祭典》に関する記事。
（39）リエーティの《バラバウ》とランバートの《ロメオとジュリエット》に関する記事。
